
産総研－水系暴露解析モデル（AIST-SHANEL） Ver.3.0 申込書 

 

以下の事項をご記入の上、Web サイト記載の宛先までご郵送ください。 

ご記入いただきました個人情報は、本モデル申込みの目的でのみ使用いたします。 

なお、本ソフトウェアの使用に際しては、使用者が下記の使用同意書を読み、全ての条項に

同意した場合のみ使用を許可するものといたします。 

 

お申込日 

 

年    月    日 

ふりがな  

お名前 
 

ご所属・部署 

 

 

E-mail ｱﾄﾞﾚｽ 

弊所のセキュリティ上、ご所属の組織が管理するドメインのメールアドレスを

ご記入ください。Gmail や Yahoo!メール等のフリーメールの利用は不可です。 

 

 

 

ご使用目的 

 

使用同意書 

□  同意します 

（同意する場合、□にチェックを入れて下さい） 

 

  



AIST-SHANEL Ver.3.0 ソフトウエア使用同意書 

                                                       

国立研究開発法人産業技術総合研究所（以下「甲」という。）は，本ソフトウェアの使用者（以下「乙」

という。使用者が機関に所属する場合にはその所属機関をいう。）が，以下の使用許諾条件を注意深く

読み，乙が全ての事項に同意した場合のみ使用を許可します。 

 

ソフトウェア使用許諾条件 

＜ 管理責任者，名称，管理番号の表示 ＞ 

第１項 甲は，本ソフトウェアの管理責任者を「石川百合子」，名称を「産総研－水系暴露解析モデル

(AIST-SHANEL)，national institute of Advanced Industrial Science and Technology - Standardized 

Hydrology-based AssessmeNt tool for chemical Exposure Load Ver.3.0 」， 管 理 番 号 を

「H27PRO-1871」と定め，乙は本ソフトウェアの使用に際し国立研究開発法人産業技術総合研究所

著作物，管理責任者，名称，管理番号を表示するものとします。 

＜ 著作権 ＞ 

第２項 本ソフトウェアに関するプログラム及びドキュメント等の著作権は，甲が有しております。

乙は，著作権法及び著作権に係わる国際条約等関連法規を遵守して下さい。 

 

第３項 甲は，乙による本ソフトウェアに対するリバースエンジニアリング，逆コンパイル，逆アセ

ンブル及びその他の改変は一切禁止します。 

 

第４項 甲は，乙が本ソフトウェアに内蔵されているプログラム及びデータ類を，本ソフトウェア以

外で使用することは一切禁止します。 

 

第５項 乙は，本ソフトウェアを使用した成果を学会・雑誌等に発表する場合は，発表文に以下の日

本語又は英語の引用文を入れるとともに，発表文の別刷りを送付して下さい。 

 引用文例：「本計算には国立研究開発法人  産業技術総合研究所で開発された  AIST-SHANEL 

Ver.3.0を使用しました。」「The AIST-SHANEL Ver.3.0, which was developed by National Institute 

of Advanced Industrial Science and Technology, was utilized for this calculation.」 

 

＜ 責任の制限 ＞ 

第６項 本ソフトウェア及びドキュメント等は，現状有姿のみでの提供となります。甲は乙に対して

バージョンアップや不具合に対する対応の責任を一切負いません。 

 

第７項 甲は，本ソフトウェアの仕様及びドキュメントを改良のため乙に予告なく変更することがあ

ります。 



 

第８項 甲は，乙が本ソフトウェア及びドキュメント等を使用し計算した予測結果の評価及び整合性

等に対して，本プログラム使用の引用を明記する，しないに関わらず保証するものでは有りません。

なお，本プログラム内容に関するお問い合わせに関しては，お答えしかねることがあります。 

 

第９項 乙による本ソフトウェアの使用，または使用不能によって発生する損害及び当ソフトウェア

に含まれるデータに関して発生する損害に対する責任は，いかなる場合においても甲は一切負わない

ものとします。 

 

＜ 本ソフトウェアの配布の制限 ＞ 

第１０項 甲は，営利目的の個人，法人，団体等が，利益を得る目的で本ソフトウェアを配布，また

は他の製品と合わせて配布することを原則的に一切禁止します。ただし，甲が認めた場合において，

乙が本ソフトウェアを製造・販売，技術指導，サポートなどの業務を行う場合には，甲と乙は実施許

諾契約を締結するものとします。 

＜ 裁判管轄の合意 ＞ 

第１１項 甲及び乙は，本同意書に関する訴訟の第１審の管轄裁判所を東京地方裁判所と定めること

に合意します。 

＜ 発表文の別刷り等の送付先 ＞ 

第１２項 発表文の別刷り等及びプログラムバグ情報は以下の送付先まで御連絡下さい。お問い合わ

せに対する個別の返答は，基本的に行うことができませんので予めご了承下さい。受付は書面または

E-mailのみとし，電話でのお問い合わせはご遠慮いただくようお願いします。 

 

〒305-8569 茨城県つくば市小野川 16-1 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 

安全科学研究部門 環境暴露モデリンググループ 

AIST-SHANEL 宛 

 

 

 


